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巻頭言 

「論文誌のさらなる活性化にむけて」 

エレクトロニクスソサイエティ副会長 

（編集出版担当） 

小口 喜美夫 (成蹊大学) 

本年度のエレクトロニク

スソサイエティ副会長（編

集出版担当）を担当するこ

とになりました成蹊大学の

小口でございます。昨年度

に引き続き担当しておりま

すが、宜しくお願いいたし

ます。 

ご存知のように学会活動の一つに会誌・論文誌の

発行があります。特に論文誌は、会員の皆様方の最

新の研究開発成果を発信する重要な役割を担ってお

ります。そのため、本ソサイエティでは他ソサイエ

ティと同様、和文誌・英文誌を、さらに現在は本ソ

サイエティ独自でありますが、オンラインジャーナ

ルとしての ELEX(IEICE Electronics Express)を

2004 年から発刊してきました。それぞれの一般論文

の年間投稿件数は、和文・英文論文誌はこのところ

定常的に各約60件、約130件となっております。ELEX

では年々飛躍的に増加し、本年は 900 件に達しよう

としております。 

このような現状ではありますが、論文誌は学会活

動の中でそのアクティビティを示す重要な指標と考

えられます。そのため、さらにそれぞれを発展させ

るためにいくつかの課題があり、一番の課題は、い

かに数多くの投稿を頂けるか、ではないでしょうか。 

これについて、どのような対策が考えられるかをそ

れぞれの論文誌の特徴的な役割と会員の皆様のおお

まかな年齢層（学生を中心とした若手層、中堅層、

シニア層の３層）とを関連付けていくつか紹介した

いと思います。 

学生を中心とする若手層では、論文投稿を、発表

の機会を得るための教育的見地や、学位取得等を目

的としていると考えられます。そのために、採録ま

で至る丁寧な査読、投稿から採録・掲載までのター



ンアラウンドタイム（TAT）の短縮化、投稿に関わる

経費の低減化が必要と思われます。 

著者略歴： 

1980 年 名大大学院工学研究科修士課程修了．同年、日

本電信電話公社（現 NTT）に入社．以来、光 LAN の研究開

発、ATM ネットワークの研究開発、フォトニックネットワ

ークの研究、先進的フォトニックデバイスのシステム応用

研究、大容量コンテンツ配信ネットワーク技術の研究、と

これらのマネージメントに従事．2004 年 成蹊大学理工

学部教授．情報通信ネットワークとその応用に関して、物

理レイヤからアプリケーションまで幅広い研究と教育に

従事.本会以外に、IEEE、電気学会、OSA、ランニング学会、

臨床歩行分析研究会、日本臨床救急医学会、DCCJ、

CineGridForum 各会員． 

中堅層は、現在会員数が大幅に減少しつつある層

でもありますが、この方々にとって、特に企業に所

属する方にとって、論文誌とは、現在関わっている

技術・製品に関連する情報収集の一手段ではないで

しょうか。そのためには、論文誌が最先端の技術の

みを紹介するのではなく、異なる技術を含む関連分

野や、さらには応用技術までを網羅することが必要

かと思います。そこで、こういった内容を含む特集

号の設定が必要となります。その時期のホットな話

題を商業誌の特集のようにタイミングよく、かつ背

景にある要素技術の原理・原則に踏み込んだ特集が

望まれます。 

 

 

寄稿 シニア層の方々には、ぜひ豊富な経験や知識を紹

介いただける場となるような役目を果たさなければ

ならないと考えます。体系的な幅広い技術情報を提

供できる特集号の設定が必要であり、若手に対する

知識獲得の手段としての役割も果たすことが可能と

なるのではないでしょうか。 

 「ELEX:次なる飛躍へ！」 

ELEX 編集委員長 

小林 功郎 (東京工業大学) 

 電子レター論文誌 ELEX 

(IEICE Electronics 

Express)は、当エレクトロニ

クスソサイエティの歴代会

長をはじめ、関係の皆様方の

温かいご支援と、絶大なるご

協力により、2009 年の 4月に

発刊開始後 5年の節目を迎えることができました。

これを記念して、今年の6月10日発行のELEX Vol. 

6, No.11 では、ソサイエティの第一線の研究者 6名

による、これまでを振り返り今後を展望する招待論

文を掲載いたしました。この反映と思われますが、

今年の 6月には、PDF ファイルの月間総ダウンロー

ド件数が 5万件と、普段の月よりも 1桁多い数を記

録しました。投稿件数も順調に増大しつつあり、2007

年の 394 件が、2008 年度 542 件に、さらに 2009 年

はあと 2カ月を残して 745 件と 2年前と比べて倍増

する勢いを見せています。エレクトロニクスソサイ

エティおよび電子情報通信学会にとって新しい試み

であった電子ジャーナルをここまで育ててこられた

関係の皆様方に、改めて深く感謝するとともに、ELEX

の現状・課題等についてご紹介をいたします。 

また、全体として会員の拡大につながるグローバ

ル化の役目を、英文論文誌・ELEX が担っているとい

えます。論文誌の質をより高めることと同時に投稿

数の拡大につながる宣伝活動が重要です。このため

に、エレソポータルサイトの充実があります。論文

を投稿する際の様々な手続き・フォーマットの取

得・特集号の時期などのカレンダー的情報の把握等

を、簡易にかつ容易に実行できるサイト。さらには、

関連技術の検索の容易性と高いヒット率、学会の関

連する論文誌・技術報告・関連国際会議アーカイブ

の充実、があってこそ論文投稿につながることが可

能となると考えます。 

今後、各論文誌編集委員会メンバーをはじめ、エ

レソ内の関係各位と連携をもち、上記のような案を

考えつつ、論文誌のさらなる活性化にむけ検討して

いきたいと考えます。最後に、この紙面を読んでい

ただいた会員の皆様、さらには周りの関係の方々に

ぜひ近いうちに論文を投稿していただけるようお願

いいたします。 

 



 上述しましたように、投稿件数は急激に増加しつ

つあります。これは一面で大変望ましいことですが、

質の高い論文が多く集まってきているかが問題です。

図１に、2008 年の投稿数上位 10 地域の件数と、採

録率を示します。採録率は日本を基準にした相対的

な値で示しています。投稿件数の多い国の採録率の

向上が強く望まれます。質の高い論文投稿の増加は、

インパクトファクタなどの論文誌の評価を高めると

同時に、査読を中心とするプロセスの効率化にもつ

ながります。5周年の区切りを機に、他の論文誌で

は条件としており、ELEX では立ち上がり時期の投稿

促進策として除けておいた、“著者の少なくとも一人

は本学会の会員であること”という条件を ELEX でも

採用することにいたしました。 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

韓
国

日
本

イ
ラ
ン

中
国

マ
レ
ー
シ
ア

イ
ン
ド

台
湾

メ
キ
シ
コ

ル
ー
マ
ニ
ア

ス
ペ
イ
ン

投
稿
件
数

相
対
採
録
率
（
日
本
＝
１
）

１

0.5

1.5

０

図１． 投稿数上位１０地域の投稿件数と採録率
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図１． 投稿数上位１０地域の投稿件数と採録率
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次の話題は投稿分野に関するものです。図２に

2009 年 4 月～8月のデータを示します。エレクトロ

ニクスソサイエティだけではカバーできない分野へ

の投稿が増えています。通信ソサイエティ、基礎境

界ソサイエティ他の強力なご支援をいただいて、何

とか対応していきたいと考えております。 

光（１５件）
マイクロ波(３２件）

電子デバイス(３０件）

集積回路（１１１件）

エレソその他（３３件）
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関連（４４件）
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図2．分野別投稿件数（2009年4月～8月：計383件）
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Web 上での素早い情報発信は、学会論文誌にとっ

てもほぼ常識となりつつあります。第二の発展期を

迎えた ELEX の飛躍の鍵は、速さが質の高さにつなが

る良い循環を作り出すことにあると思います。さま

ざまな工夫・努力をしていく所存です。これまで以

上のご支援をお願いいたします。 

 

著者略歴： 

1970 年東京工業大学大学院修士課程修了、同年日本電気

株式会社入社．半導体レーザの研究開発、実用化に従事．

1991 年光エレクトロニクス研究所長、1998 年基礎研究所

長、2000 年支配人、2002 年東京工業大学精密工学研究所

教授、2007 年同所長(現職)．工学博士．IEEE/LEOS Fellow

（1996 年）、電子情報通信学会フェロー(2006 年)、応用物

理学会フェロー（2007 年）、大川出版賞(2008 年)、電子情

報通信学会功績賞(2009 年)． 

 

 

新フェロー寄稿 

「フォトニクスデバイス研究とともに」 

小山 二三夫 (東京工業大学) 

この度は、本会よりフェ

ロー称号を賜り、関係各位

に深く感謝するとともに、

本会の益々の発展のために

微力ながら尽力したい。 

インターネットの普及は、

我々の生活・社会に大きな

変革をもたらし、時間・空

間の壁を取り除き、その影響力は、ますます強くな

りつつある。ネットワークを流れる情報トラフィッ

ク量は、世界的な規模で年率 100％以上の増加率で

伸び続けている。高精細ハイビジョン映像の到来に

より、各家庭でも 100 Mbps を超える高速アクセスが

近い将来必要になると考えられる。10 Gbps Ether

など、ブロードバンドアクセスの本格化も間近であ

り、100 Gbps Ether の議論・研究開発も活気を帯び

ている。四半世紀以上にわたる研究開発により目覚

ましい発展を遂げた光通信技術は、さらに桁違いに

高速・大容量の信号伝送や柔軟な信号処理、さらに

はセキュリティなど、現状よりは数段上の高い性能

が要求される。また、昨今の地球温暖化などの環境



問題から、情報通信機器で消費される電力増加を軽

減するために、低消費電力化を可能にする革新的な

技術の創出も求められる。我が国は、特に光エレク

トロニクスの分野では、世界をリードする研究開発

が産官学の連携により、推進されてきた。 1980 年

代から 90 年代にかけて、高性能かつ斬新な光デバイ

スが光通信システムの革新をもたらした。動的単一

モードレーザや、光ファイバ増幅器の発明・開発が

その一例である。 

小職の専門分野である半導体レーザに関しては、

室温連続発振が実現されてから、約 40 年が経過し、

光通信や光ストレージ用光源として大きく成長し、

我が国はこの分野を先導してきた。モード制御、高

信頼化、長波長化、可視光レーザ、波長制御、集積

化技術、量子井戸レーザ、面発光レーザ、高出力化、

青色半導体レーザなど、新しい技術課題がその時代

時代で克服され産業化をもたらしてきた。半導体レ

ーザは、結晶工学、電磁気学、電気伝導、量子力学

などの広い学問分野が基盤となっており、最先端の

教育の観点からも大学で手がける研究テーマとして

相応しい。この分野の発展は、これまで、電子情報

通信学会の大会発表、研究会などを通じて、産業界

と大学が緩やかな連携を通して進められ、成功を収

めた研究開発のよい事例とも言える。 

小職が携わる面発光レーザは、伊賀健一東京工業

大学長の発明からちょうど３２年を迎えた。現在の

短距離系ネットワークの光源として中心的な役割を

果たしている面発光レーザも、最近ではレーザーマ

ウス、高精細カラープリンタに搭載されて、パソコ

ンや携帯電話の中の光配線用光源としての研究開発

も進められ、以前では想像もできなかったような応

用面での実用化が間近である。低消費電力化、高密

度光実装を可能にするキイデバイスとして展開中で

ある。８０年代から研究に関わってきた小職として

は感慨深い。 

学術・技術分野の新展開には、活力あふれる若手

研究者の力が必須であり、優秀な若手人材を収容す

る分野としての魅力を保ち続ける必要がある。昨今

指摘される若者のエレクトロニクス離れは、我が国

の将来の産業基盤を考えると懸念材料であり、若手

研究者育成に対する本会の貢献も大いに期待したい。 

 

著者略歴： 

昭和５５年東京工業大学・電気電子工学科卒．昭和 60 年

同大学院博士課程修了．同年同精密工学研究所助手．昭和

63 年同助教授．平成 12 年同マイクロシステム研究センタ

ー教授．（平成４年 AT&T ベル研究所客員研究員）．動的単

一モードレーザ、面発光レーザ、半導体光増幅器、半導体

光集積回路、光マイクロマシンの研究に従事．平成 2年電

子情報通信学会篠原賞、論文賞受賞．平成１０年丸文学術

賞、応用物理学会会誌賞、平成１６年市村学術賞、平成

17 年電子情報通信学会エレクトロニクスソサイエティ賞、

平成 19 年文部科学大臣表彰科学技術賞、平成 20 年

IEEE/LEOS William Streifer Award など受賞．応用物理

学会/IEEE フェロー． 

 

 

寄稿 

「社会イノベーションを支える集積回路」 

集積回路研究専門委員会委員長 

内山 邦男(日立製作所) 

いまから半世紀前に集積

回路が発明、製造されて以来、

この技術は様々な分野に大

きな影響を与えています。

1961 年から始まったアポロ

計画のコンピュータに初期

の集積回路が使われ、メイン

フレーム、パソコン、インターネット、携帯電話な

ど、革新的な製品の誕生と発展に集積回路が深く関

わっています。これらのシステムをベースに社会イ

ノベーションが起こり新しい時代への変化が起きて

います。集積回路研究専門委員会は 1987 年に発足し、

それ以後 20 年余り、集積回路の技術育成や人材交流

の場として着実に活動を続けています。 

現在、本研究専門委員会は、企業から２６名、大

学から２８名の専門委員の方々にご協力いただきな

がら年間を通して活発な活動を行っています。集積

回路という広範囲な技術分野を対象としているため

に、前委員長の東工大松澤先生の代から、TPC



過去 40 年間ムーアの法則に従って半導体の微細

化が進んできましたが、今後は、ばらつきや消費電

力、プロセスや設計のコスト、ソフトエラーなどい

ろいろな問題が山積みです。このような時代だから

こそ、各組織を超えた場として ICD 研究会の活動が

ますます重要になると感じています。皆様方のご支

援をよろしくお願いいたします。 

（Technical Program Committee）制度を導入しまし

た。現在、研究専門委員会を、アーキテクチャ、メ

モリ、アナログ、基盤技術、シリコン RF の５つの

TPC に分け、各 TPC が専門性を生かしながら魅力あ

る研究会の企画を練っています。また、コメンテー

タ制度を導入して研究会や大会での若手研究者の発

表に対して適切なアドバイスを行い、研究や発表の

質の向上に努めています。  

研究会、ワークショップは、ほぼ月一回の割合で

開催しており、今年度は以下の計画で進んでいます。 

著者略歴： 

４月 メモリ技術 研究会（松島） 

５月 LSI とシステムのワークショップ（北九州）

７月 低電圧・低電力・新デバイス 研究会（東京）  

７月 シリコンアナログ RF 研究会（東京） 

 

東工大大学院情報科学科修士卒、博士（工学）．1978 年に

（株）日立製作所中央研究所に入社．以来、CAD、メイン

フレーム、マイクロプロセッサの研究開発に従事．現在、

日立製作所 理事、研究開発本部 技師長．早稲田大学客員

教授．民生用マイコン技術の開発で、市村賞、科学技術長

官賞、紫綬褒章などを受章．IEICE フェロー． ８月 ICD サマースクール（熱海） 

１０月 アナログ・センサ 研究会（東京）  

１１月 シリコンアナログ RF 研究会（京都）  

寄稿 １２月 実装技術 研究会（高知） 

「超伝導エレクトロニクスの新展開を １２月 若手研究会（浜松） 

目指して」 １月 アーキテクチャ 研究会（東京） 

超伝導エレクトロニクス研究専門委員会委員長 ３月 LSI の未来を考えるワークショップ（直島）

３月 シリコンアナログ RF 研究会（福岡） 藤巻 朗(名古屋大学) 

以上のように、専門技術を徹底的に深掘りする研

究会、若手の育成を目的としたサマースクールや研

究会、日本中の集積回路専門家が集うワークショッ

プ、未来への指針を追求するワークショップなど、

それぞれ特徴のある研究会を日本全国で開催し、研

究者同士の交流の場を広げるように心がけています。 

平成 21 年度より、超伝導

エレクトロニクス（SCE）研

究会の委員長を仰せつかっ

た名古屋大学の藤巻です。学

生時代にある意味偶然でこ

の分野へ入って 28 年。いつ

の間にか、人生の半分以上、

超伝導エレクトロニクスの

５月に開催する「LSI とシステムのワークショッ

プ」は本研究専門委員会のフラグシップ研究会です。

1997 年から「システム LSI ワークショップ」の名前

で毎年開催してきました。今年度からこの名前に改

め、LSI と上位レベルのシステムとの関わりを議論

して、LSI の新しい応用を探ろうという意識を高め

ています。今年度のテーマは“エネルギーと環境の

ための LSI とシステム”で不況下にも関わらず 200

名を超える参加者がありました。来年度は“人々の

健康を支援する LSI とシステム”をテーマに 5月 17

日から 19 日にかけて北九州国際会議場で開催しま

す。奮ってご参加いただければと思います。 

研

に対するエールだったとつくづ

く

究に携わっております。 

学生時代、超伝導エレクトロニクスに関して詳し

く発表する場は電子通信学会の電子デバイス研究会

のみでした。手書きで 6 ページの技術報告を必死に

なって用意し、ごまかしのきかない発表時間だった

ため、重鎮と呼ばれる先生方の前で緊張して発表し

た記憶が鮮明に残っています。研究会では、いろい

ろな厳しいご意見もいただきましたが、今思えば、

それが駆け出しの私

感じています。 



学会名が電子情報通信学会に変わり、超伝導エレ

クトロニクス研究会として電子デバイス研究会から

独立した今も、研究会の教育的な役割はまったく変

わっていません。長い原稿を書き、他の研究機関の

研究者の前で長い時間発表する場は、今でもこの

SCE 研究会しかありません。学生や若手研究者の皆

さんには、是非研究会で発表して、さまざまな考え

方に触れていただきたいと思います。主催者としま

しても、学生の皆さんの発表を支援するために、旅

費の補助制度を設けています。積極的に活用してい

ただければと思います。また、研究推進の一助とな

ることを期待して、優秀な研究者を表彰することを

計画しております。詳しくは、ホームページ、もし

く

て招

き

えることが私に課せられた課題と考え

て

この

E研究会で作ることができれば幸いです。 

、2004 年未踏科

技術協会第 8回超伝導科学技術賞． 

 

は幹事の方までお問い合わせください。 

研究会のもう一つの役割は、言うまでもなく最先

端の研究に対する情報交換の場を設けることです。

SCE 研究会では、これまで年に 4 回、1 月、4 月、7

月、10 月に研究会を開催してきました。中心テーマ

は、1月が超伝導量子干渉デバイス（SQUID）関連技

術、4 月がマイクロ波関連技術（マイクロ波研究会

と共催）、7月がジョセフソン接合関連技術、10 月が

デジタル回路関連技術とし、活発な議論を重ねてき

ました。特に話題性の高い分野や新しく大きな進展

があった研究に対しては、適切な方を講師とし

、先端研究を知る機会を作ってきました。 

この姿勢は今後も踏襲しますが、平成 22年度から

は趣向を少し変えることを考えています。と言いま

すのは、この 10 年足らずを考えても、MgB2 や鉄系

超伝導体という新超伝導材料の発見、超伝導転移端

センサに代表される高エネルギー分解能検出器の発

明、単一光子検出器の発明とその量子通信応用の開

始、超伝導量子ビット研究の急展開、低磁場 MRI を

始めとする SQUID 応用の急速な進展、超伝導単一磁

束量子集積回路マイクロプロセッサの開発など、超

伝導エレクトロニクスは従来の枠を超えて大きな進

展を見せようとしています。これを支え、超伝導エ

レクトロニクスをさらに発展させるために、電子情

報通信学会、あるいは SCE 研究会として何が出来る

か。これに答

います。 

まだ模索中ですが、とりあえず各研究会のテーマ

をより広く設定し、超伝導エレクトロニクスの中に

あった領域の枠、外との枠を緩くし、融合分野や新

分野を積極的に取り込むことを考えています。具体

的には、マイクロ波研究会との共催の 4 月を除き、

テーマを超伝導センシング基盤技術及びその応用（1

月）、信号処理基盤技術及びその応用（7 月）、超伝

導エレクトロニクス基盤技術（10 月）としました。

他の研究会との連携、あるいは招待講演等の企画を

通し、SCE 研究会の付加価値を増していくことを念

頭に置いています。従来の研究の最先端に触れ、新

しい分野の情報で刺激を受けた研究者が、超伝導エ

レクトロニクスの新しい波を起こすきっかけを

SC

 

著者略歴： 

1987 年東北大学大学院工学研究科電子工学専攻博士後期

課程修了．工学博士取得．同年カリフォルニア大学バーク

レー校客員研究員．1988 年名古屋大学助手（工学部）．講

師、助教授を経て、2004 年教授（大学院工学研究科）．現

在に至る．一貫して、金属および酸化物超伝導デバイスお

よび回路の研究に従事．2004 年より超伝導エレクトロニ

クス専門調査委員．2009 年より同委員長．2001 年武田計

測先端知財団武田研究奨励賞優秀研究賞

学

 

短信 「2010 年総合大会への

市）にて開催されま

聴講ご参加賜

り

お誘い」 

大会運営委員長 

大森 裕 (大阪大学) 

今年の総合大会は 2010

年 2010 年 3 月 16 日(火)～

19 日(金) 4 日間、東北大学

（仙台

す。 

総合大会の開催・運営をご

担当される皆様には引続き

開催準備の労に対して深謝申し上げますと共に、多

くの方々が、本大会でご講演頂き、ご

ますよう、お願い申し上げます。 



エレクトロニクスソサイエティでは、一般講演に

加えて、各研究専門委員会などからご提案頂いた、

下記の公募シンポジウムが企画されます。電磁界理

論関連では「高精度電磁界解析の最近の進展」と題

して、電磁界解析の信頼性や計算精度、更なる高精

度化の実現に向けて討論され、マイクロ波関連では

「広帯域・大容量ワイヤレスネットワークを実現す

る RF とディジタルのコラボレーション」と題して、

広帯域・大容量ワイヤレスネットワークを実現する

ための研究開発の現状と課題に関して議論されます。

光エレクトロニクス関連では通信ソサイエティの研

究専門委員会との共同企画で「超高速光・ワイヤレ

ス通信を支える次世代変復調方式・コンポーネント

技術」と題する、ワイヤレス、光およびその融合技

術分野での高度な変復調方式とそれを支える光源、

変復調デバイスなどのコンポーネント技術の最新の

動向が紹介され、レーザ・量子エレクトロニクス関

連では「ワイヤレス、光およびその融合技術分野で

の高度な変復調方式とそれを支える光源、変復調デ

バイスなどのコンポーネント技術の最新の動向」と

題して、新原理オプティクスを利用した最新動向が

展望されます。集積光デバイス関連では、「コヒーレ

ント通信用光デバイスの進展」と題して、光源、変

調器、ディジタルコヒーレント光受信器などの各種

光デバイスの現状および今後の展開を、システム側

からの要望も交え議論され、機構デバイス関連では、

「計測技術と機構デバイス」と題する、センシング・

計測技術の課題について討論されます。磁気記録・

情報ストレージ関連では「高密度記録技術の最新事

情」における、高密度記録技術分野における現状の

研究開発の状況や課題を議論するとともに、今後の

展望について情報交換が行われます。電子ディスプ

レイ関連では情報・システムソサイエティの研究専

門委員会との合同企画で「最先端色彩技術を用いた

映像システムの展望」と題する高画質化の鍵である

「色」を採り上げ、多原色化や色域拡張、高色再現

等の先端技術による映像システムについて多角的な

労表彰、

学

演・ご聴講、

若干異なる場合が

りますことをご了承下さい） 

IE

会員、MOC Best Paper Award (2008)、工学博士． 

 

討論を行う。 

 他に、チュートリアルセッションとして超伝導関

連では「超伝導システム化技術」、電子デバイス関連

では「ポスト CMOS デバイス技術 －MOS、ナノワイヤ

デバイス、グラフェンデバイス－」、依頼シンポジウ

ムとして量子情報技術関連で「量子エンタングルメ

ントの展開（実験、理論から応用まで）」、集積回路

関連では情報・システムソサイエティの研究専門委

員会との合同企画で「「五感」情報処理：アプリケー

ションの展望」が企画され、大会 2 日目午後にはプ

レナリーセッションとして、特別講演、功

生奨励賞授賞式などが予定されます。 

講演登録・原稿の締切日は平成 22 年 1月 6日（水）

17:00（厳守）となっております。ご講

大会プログラムなどの情報は下記 URL 

http://www.toyoag.co.jp/ieice/G_top/g_top.html 

をご覧下さい。索引機能付プログラムは 2 月中旬に

公開予定です。講演、聴講の事前準備等のため、DVD

論文集は講演者・予約聴講者に事前発送されます。 

（尚、シンポジウム課題等は 10 月現在の情報を基に

しており、開催時のプログラムと

あ
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電信電話公社（現在 NTT）入社、電気通信研究所研究員な
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◆ ロニクスソサイエティ学生奨励賞に 

● エレソからのお知らせ 

 エレクト

ついて 

2010 年総合大会（2009 年 3 月 16 日～19 日、宮城

県仙台市、東北大学）において、第 6回エレクトロ

ニクスソサイエティ学生奨励賞の審査を行います。

本賞はエレクトロニクス分野に関する優秀な発表



（一般講演、シンポジウム講演）を行った学生員に

対して贈呈するものです。概要は以下の通りとなっ

（2） として登録 

（3） 賞、及び本 

 

て登録さ

に表彰盾および賞金

（30

 

ハ．シリコンおよびエレクトロニクス一般 

◆［ ロニク

な

g/es/jpn/notice/2009electro

件を添付し

て り下さい。 

 機械振興会館内 

エレクトロニクスソサイエティ賞 選奨委

事務局 宛 

エティ会員数の推移 

会員増強活動へのご協力をお願いいたします。 

 

は下記 URL 参照）にご連絡をお願いいたしま

/www.ieice.org/es/jpn/secretariat/index.

 

◆ エ 行します。次号は

す。 

（企画広報担当:狩野） 

 

学生員 61 71 75 81 88

◆エレクトロニクスソサイ

（2009 年 10 月末まで） 

 エレクトロニクスソサイエティの現状を会員の皆

様にご理解いただくため、エレクトロニクスソサイ

エティ登録会員数の推移を掲載しております。皆様

ております。 

＊ 選定対象者：次のすべての条件を満たす方。 

（1）講演時に電子情報通信学会の学生員であること。 

の講演申込の際に筆頭著者かつ講演者

し、かつ実際に講演を行った者。 

過去に電子情報通信学会の学術奨励 エレソ登録会員数の推移 

4月 7月 8月 9月 10月

登録数 7,028 7,125 7,235 7,275 7,318

名誉員 44 42 42 42 42

正員 6155 6156 6163 6164 6171

学生員 502 574 669 698 717

海外正員 266 282 286 290 300

賞を受けたことがないこと。 

（4）表彰時に電子情報通信学会の会員であること。

 該当者は自動的に本賞の選定対象者とし

れますので、申込み手続きは不要です。 

＊表彰：2010年ソサイエティ大会のエレクトロニクス

ソサイエティのプレナリーセッションにおいて、下記

3分野それぞれについて2名の方

,000円）を贈呈します。 
海外

イ．電磁波およびマイクロ波 

 ロ．化合物半導体および光エレクトロニクス

◆Newsletter 魅力的な紙面づくりにご協力下さい 

 本 Newsletter は、会長、副会長からの巻頭言や論

文誌編集委員長、研究専門委員会委員長からの寄稿

を中心に、年 4回発行させていただいております。

今後、さらに魅力的な紙面づくりを進めるため、エ

レクトロニクスソサイエティでは、会員の皆様から

企画のご提案やご意見を募集いたします。電子情報

通信学会エレクトロニクスソサイエティ事務局宛

（詳細

 

再掲載］第 13 回（2009 年度）エレクト

スソサイエティ賞候補の公募について 

2009 年度エレクトロニクスソサイエティ賞の公

募が開始されています。下記エレクトロニクスソサ

イエティ WEB ページのお知らせをご覧の上、活発

応募（自薦および推薦）をお願いいたします。 

http://www.ieice.or

す。 

http:/

nics_award.html 

･締め切り：2009 年 12 月末日 

･募集要領：エレクトロニクスソサイエティ WEB ペー

ジ記載様式の推薦書(推薦の場合)あるいは応募用紙

(自薦の場合)にご記入の上、受賞対象となる業績を

示す代表的文献(論文、記事、特許等)１

html
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2010 年 4 月発行予定で

学会事務局宛郵便でお送

送付先:〒105-0011 
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